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「手づくり豆腐できたよ」 
 

　栽培から加工を経て食を考えようと、養老牛小学校の５・６年生 
９人が大豆の栽培と加工品作りに挑戦しました。自分たちで育てた 
養老牛産の大豆と十勝大豆、輸入大豆の３種類を使って納豆、豆腐 
を手づくり。それぞれの完成品を食べ比べてみました。 
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幼
児
向
け
紙
芝
居
な
ど
 

多
数
寄
贈
 

　
青
空
本
の
広

場
実
行
委
員
会

（
竹
中
瑠
璃
実

行
委
員
長
）
で

は
、
古
本
市
の

収
益
金
約
二
十

三
万
円
で
、
幼

児
向
け
紙
芝
居

用
図
書
や
児
童

図
書
な
ど
、
五

十
九
点
を
購
入

し
図
書
館
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

10

見
事
に
咲
い
た
菊
の
花
々
 

　
第
二
十
回
な
か

し
べ
つ
菊
花
展
が
、

し
る
べ
っ
と
町
民

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
愛
好
家
が

丹
精
し
て
育
て
た

大
輪
の
菊
や
懸
崖

菊
な
ど
四
百
三
十

三
鉢
が
咲
き
競
い
、

訪
れ
る
人
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

31
10

　
計
根
別
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
全
館
を
使
っ

て
計
根
別
芸
術
文
化
祭

総
合
展
覧
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

地
域
の
各
サ
ー
ク
ル
と

計
根
別
幼
稚
園
、
計
根

別
小
学
校
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
二
十
団
体
三
個

人
か
ら
出
品
さ
れ
た
、

九
百
四
十
三
点
の
作
品

が
紹
介
さ
れ
、
農
高
生

徒
が
育
て
た
鉢
植
の
花

の
展
示
即
売
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

　
講
師
に
町
内
在
住
で

詩
画
作
家
の
阿
部
俊
明

さ
ん
を
迎
え
、
計
根
別

芸
術
文
化
祭
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
文
化
講

演
会
が
、
中
標
津
町
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
交
通
事
故

で
頸
椎
損
傷
と
な
り
両

手
足
が
不
自
由
と
な
っ
 

た
阿
部
さ
ん
が
「
生
き

る
喜
び
絵
筆
に
こ
め

て
」
と
題
し
て
、
口
に

筆
を
く
わ
え
、
絵
を
描

き
始
め
た
き
っ
か
け
な

ど
を
講
演
。
会
場
を
訪

れ
た
人
々
は
静
か
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

2～4

30

11

生きる喜び絵筆にこめて 

地球が丸く見える

計根別芸術文化祭 
総合展覧会で 
創作活動の作品紹介 

8
11

け
ん
が
い
 

ぎ
く
 



写
真
を
ご
希
望
の
か
た
に
ネ
ガ
を
お
貸
し
し
ま
す
。 

Ｎ高吹奏楽部定期演奏会 
開催 

地球が丸く見える

　
り
ん
ど
う
園
に
入

所
し
て
い
る
武
田
リ

エ
さ
ん
が
、
満
百
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ま

し
た
。
足
が
弱
く
、

車
イ
ス
で
の
生
活
を

送
っ
て
い
る
武
田
さ

ん
を
新
出
町
長
が
訪

れ
、
お
祝
い
の
花
束

と
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

22

　
第
二
十
一
回
道
新

カ
ッ
プ
北
海
道
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
道

東
地
区
大
会
が
、
町

内
の
三
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
女
子

の
部
十
六
チ
ー
ム
の

中
に
町
内
か
ら
丸
山

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
中

標
津
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
が

出
場
。
地
元
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
丸
山

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。
 

丸山ファイターズ 
２度目の優勝 

満百歳おめでとう 

地球が丸く見える

11
11

11

11

18

　
Ｎ
高
吹
奏
楽
部
第
二
十

四
回
定
期
演
奏
会
が
、
し

る
べ
っ
と
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

を
「
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」

と
し
た
定
期
演
奏
会
で
は
、

一
七
二
〇
年
か
ら
一
九
九

五
年
に
作
曲
さ
れ
た
十
四

曲
を
過
去
か
ら
現
在
へ
と

力
強
く
、
ま
た
語
り
か
け

る
よ
う
に
演
奏
。
会
場
を

埋
め
た
聴
衆
か
ら
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。
 

　
大
ホ
ー
ル
横
の

ロ
ビ
ー
に
は
、
フ

ア
ン
か
ら
届
い
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
花
束
が
た
く
さ

ん
並
び
、
し
る
べ

っ
と
を
訪
れ
る

人
々
は
そ
の
数
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。
 

3



4

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
は
、
二
年
続
き
の
災

難
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
口
蹄
疫
・
雪
印
乳
業

食
中
毒
事
件
、
そ
し
て
今
年
は
、
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ

Ｓ
Ｅ
・
い
わ
ゆ
る
狂
牛
病
）
問
題
で
す
。
 

　
九
月
二
十
一
日
、
わ
が
国
で
初
め
て
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
患

畜
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、
牛
肉
に
対
す
る
不
安
が
増

大
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
十
月
十
八
日
か
ら
全
て
の
牛

に
つ
い
て
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
※
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
検
査
は
、
実
際
に
は
陰
性
で
あ

っ
て
も
陽
性
と
判
定
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
エ
ラ
イ
ザ

法
と
い
う
大
変
精
度
の
高
い
検
査
方
法
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

　
今
後
、
店
頭
に
陳
列
さ
れ
る
国
産
牛
肉
に
は
、
こ

の
検
査
を
ク
リ
ア
ー
し
た
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
「
Ｂ

Ｓ
Ｅ
検
査
済
シ
ー
ル
」
を
貼
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
ま
で
同
様
に
安
心
し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
 

　
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
課
畜
産
係
（
内
線
３
７
３
）
 

　
今
回
、
消
費
者
の
間
で
不
安
が
大
き
く
な
っ
た
の

は
、
焼
却
処
分
さ
れ
る
べ
き
牛
が
飼
料
（
肉
骨
粉
）

原
料
用
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で

す
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
全
国
の
と
畜
場
に
出
荷
さ

れ
る
す
べ
て
の
牛
を
対
象
に
検
査
を
実
施
し
、
仮
に

結
果
が
陽
性
の
場
合
は
、
食
用
・
飼
料
用
と
し
て
出

荷
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
検
査
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
も
の
で
す
。
 

在 宅 福 祉　ホームヘルパーやショートステイなどの在宅福祉サービスの利用、社会
福祉施設への入所などに関する相談、身体障害者手帳に関することなど。 

家 族 関 係　結婚、離婚、親子関係、扶養などに関すること。 
健　　　康　心身上の疾病、障害、予防、治療などに関すること。 
生　　　活　生活保護の申請や受給、生活福祉資金、母子福祉資金などの資金借り入

れや返済などに関すること。 
年金・保険　厚生年金や国民年金、医療保険などに関すること。 
育児・教育　育児、しつけ、いじめなどの問題行動、児童の健全育成、教育（進学・

不登校）などに関すること。 
生 活 環 境　危険個所、公害や環境衛生などに関すること。 

こんなことで困っていませんか？ 

牛
海
綿
状
脳
症（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
・
い
わ
ゆ
る
狂
牛
病
） 

※ＢＳＥ検査 

～お気軽に 
ご相談を～ 

う
し
か
い
め
ん
じ
ょ
う
の
う
し
ょ
う 

Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
の 

中　松　秀　男 
秋　山　　　登 
松　田　征　二 
武　田　州　司 
谷　野　誠　一 
斉　須　清　志 
飯　島　芳　一 
佐々木　幸　子 
松　田　吉　正 
安　江　孝　男 
佐々木　米　子 
細　見　昌　子 
中　谷　幸　子 
佐々木　カツイ 
菅　原　　　弘 
長谷川　善一郎 
中　川　一　平 
菅　原　　　茂 
山　口　一　男 
中　畑　和　成 
高　橋　志加子 
石　崎　京　子 
前　田　里　美 
高　橋　邦　江 
端　　　裕　子 
石　崎　悦　子 
澤　向　憲　一 

東１北２  
東７南７  
武佐南６西44 
養老牛397  
西町１丁目  
開陽811  
当幌1407  
緑町北１  
当幌1392  
俣落1749  
東10北１  
東39北５  
西５南１    
西５南11  
俣落34線北47   
西竹560  
俵橋1564  
東19南10   
西竹587   
川西３丁目   
東36北２  
東16北４   
計根別本通東４ 
東４南５  
西町１丁目34 
西７南10  
西３北７ 

2-2908  
2-2924  
4-2477 
8-2874   
2-1096  
3-3757  
8-2850   
3-2739  
2-9704   
3-7003   
2-4180  
3-2604  
2-1551  
2-7452   
3-7062   
8-2710   
3-3996  
3-3640   
8-2737  
2-9943  
2-3492  
2-1654  
8-2927 
2-0695  
2-2502 
2-4325  
2-2810

栄（川沿通りより南）・中央・日の出（東６条まで） 
旭第一（南６丁目から） 
武佐中央・北武佐・西武佐 
養老牛 
西町の一部（４丁目から） 
開　陽 
計根別周辺 
緑　町・清泉（並美ヶ丘） 
当　幌 
第二俣落 
旭第二（東10条から） 
明　生（北３丁目から） 
第二宮下 
南　町（西８条まで） 
俣　落 
西竹・東西竹上班・下班 
俵橋連合地区 
睦（東23条まで） 
上標津・西上標津・新栄・若竹 
川西・西中 
明生（北２丁目まで） 
東　中 
計根別市街（中央会・旭会・東会） 
旭第一（南５丁目まで） 
主任児童委員  全　町 
主任児童委員  全　町 
主任児童委員  全　町 

氏　　　名 住　　　所 電　　話 担　　　　当　　　　地　　　　区 



除雪作業にご協力を 

 

 

 

 

5

村　上　新　平 
荒　　　ア　サ 
臼　井　尚　江 
連　田　　　弘 
林　　　　　勉 
高　橋　チサト 
入　倉　道　子 
尾　藤　俊　子 
佐々木　滋　子 
佐　藤　幸　子 
平　井　貞二郎 
合　田　耕　造 
石　川　　　進 
塩　田　専　治 
栗　山　月　枝 
太　田　　　博 
久　野　静　子 
渡　部　徳　樹 
鈴　木　政治郎 
岳　田　道　雄 
佐　藤　　　誠 
光　野　良　子 
木　村　直　彦 
上　野　洋　子 
松　崎　正　幸 
佐　藤　武　夫 
河　股　清　太 

東13北１  
西６南８  
西８北６  
協和4408番地2 
東15南２  
東７南４  
西６北６  
東６北１  
西９南７  
東７北７  
西町３丁目  
東３南８  
東11南４  
武佐16線北73  
西７北８   
西３北９  
西７北６   
西２北３  
西12北11  
東15北５  
西11北８  
東12南８  
西１南４  
東24南５  
計根別本通西 
西４北７  
東13北９ 

2-2572  
2-2244  
2-2890  
2-9779  
2-3274  
2-3311  
2-3330  
2-2082  
2-3510  
2-2702    
2-4613  
2-2109    
2-2091  
4-2115   
2-1017  
2-2775  
3-2342  
2-2381  
2-2061   
2-4226  
2-1314  
2-4665  
2-2357    
3-3303   
8-2463 
2-6121   
2-3879

東（北１丁目） 
標ヶ丘 
清　泉（北４丁目から） 
南部連合地区 
東（南１丁目～2丁目） 
旭第二（東９条まで） 
清　泉（北３丁目まで） 
日の出 
南　町（西９条から） 
東　中（東16条まで） 
西　町（３丁目まで） 
桜ケ丘 
東（南３丁目から） 
上，東，南武佐・俵橋高台 
東　泉 
末　広（北４丁目から） 
泉中央 
末　広（北３丁目まで） 
西　泉 
東　中（東17条から） 
南　泉 
白　樺 
第一宮下 
睦（東24条から） 
計根別市街西部（西和会・錦会） 
東　泉 
北中・栄（川沿通りより北） 

氏　　　名 住　　　所 電　　話 担　　　　当　　　　地　　　　区 

　地域社会の中で様々な問題を抱えて生活をしている人たちのために、社会奉仕の精神で、調査、相談、援助にあたる民生

委員・児童委員が、12月１日に改選となり、次の方が厚生労働大臣より委嘱を受けましたのでご紹介します。 

　民生委員・児童委員は、町の福祉行政への協力や活動、地域と行政とを結ぶ福祉サービスのパイプ役など、多種多様なニ

ーズにこたえるために日夜地域に溶け込み、様々な活動をしています。主に児童問題にかかわる主任児童委員もいます。生

活のこと、家族のこと、地域の問題、小さな悩み事など、お気軽に近くの民生委員・児童委員にご相談ください。 

　
今
年
も
雪
の
季
節
が
目

前
に
迫
り
ま
し
た
。
冬
本

番
を
迎
え
る
に
あ
た
り
除

雪
作
業
に
つ
い
て
ご
協
力

の
お
願
い
で
す
。
 

　
町
の
除
雪
作
業
は
、
基

本
的
に
道
路
の
雪
を
左
右

に
よ
け
て
、
車
や
歩
行
者

が
通
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
作
業
で
す
。
除
雪
に
よ

っ
て
雪
が
な
く
な
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
当
然
、
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
道

路
の
左
右
に
雪
が
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
玄
関
前
や
車
庫
の
前
、
取
り

付
け
道
路
が
あ
る
所
な
ど
道
路
へ
の
出

入
り
口
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
所
は
、

極
力
た
く
さ
ん
の
雪
が
寄
せ
ら
れ
な
い

よ
う
に
注
意
を
し
な
が
ら
除
雪
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
五
四
二
・

九
キ
ロ
の
道
路
す
べ
て
を
で
き
る
だ
け

早
く
除
雪
し
な
く
て
は
、
通
行
で
き
な

い
で
困
る
人
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
、
早
朝
の
除
雪
は
、
早
く
道
路
を

開
通
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
さ
れ
ま
す

の
で
、
玄
関
先
な
ど
に
、
雪
を
残
し
て

い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
除
雪
車
が

と
お
っ
た
後
に
残
さ
れ
た
雪
を
み
な
さ

ん
の
力
で
除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

  　
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
る
の
が
、
路

上
駐
車
と
ゴ
ミ
箱
な
ど
の
道
路
に
置
か

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
道
路
に
物
が
置

い
て
あ
る
と
、
除
雪
車
は
、
避
け
て
と

お
る
か
迂
回
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
壊
し
た
り
、
傷
を
付
け
た
り
し

な
い
よ
う
に
除
雪
作
業
を
す
る
た
め
、

必
要
以
上
に
時
間
を
か
け
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
 

　
基
本
的
に
は
、
道
路
に
放
置
さ
れ
て

い
る
も
の
を
除
雪
作
業
で
破
損
し
て
も

補
償
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
大
切
な
車
に
傷
を
付
け
た
り
、

ゴ
ミ
箱
な
ど
を
壊
し
て
し
ま
う
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
道
路
に
は
車
や
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
雪
を
道
路
や
歩
道
に
捨
て
る
と
通
行

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
除
雪
が
終
わ
っ

て
き
れ
い
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
道
路

に
雪
を
捨
て
る
と
通
行
の
妨
げ
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
凍
結
し
て
凹
凸
が
で

き
て
車
に
も
歩
行
者
に
も
危
険
な
状
態

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
雪
は
通
行
の

邪
魔
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
捨
て
ま
し

ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
管
理
課
維
持
係
（
内
線
３
４
８
）
 

路
上
駐
車
を
し
な
い
で
下
さ
い
 

除雪作業にご協力を 

◎問い合わせ先　福祉課社会福祉 係（内線231） 
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支　　出　　の　　状　　況 

科　　　目 

1億3,767万5千円 

11億5,603万8,500円 

20億6,108万6千円 

19億8,094万7千円 

3,004万9千円 

26億5,088万6千円 

1億9,439万5千円 

31億8,350万5千円 

4億8,212万円 

19億4,092万1,500円 

300万円 

19億5,984万9千円 

557万6千円 

1,000万円 

157億9,604万8千円 

執行率 

47.9％ 

47.3％ 

48.9％ 

38.4％ 

61.5％ 

14.4％ 

73.9％ 

49.5％ 

44.6％ 

45.1％ 

0.0％ 

0.0％ 

0.0％ 

38.6％ 

26.2％ 

6,587万9,829円 

5億4,682万4,310円 

10億724万8,182円 

7億6,141万786円 

1,849万4,193円 

3億8,062万1,545円 

1億4,358万2,338円 

15億7,720万8,469円 

2億1,500万円 

8億7,540万4,200円 

0円 

0円 

0円 

61億481万5,805円 

5億1,314万1,953円 

公設地方卸売市場事業特別会計 

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

国民健康保険事業特別会計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計  

予　算　額 歳　　　　　入 
執行率 収　入　済　額 支　出　済　額 執行率 

歳　　　　　出 

2,236万4千円 

17億5,798万2千円 

21億3,582万3千円 

15億9,848万4千円 

6億5,613万1千円 

1,069万6,728円 

7億9,045万1,161円 

8億3,123万7,922円 

7億6,488万3,531円 

3億2,884万3,191円 

47.8％ 

45.0％ 

38.9％ 

47.9％ 

50.1％ 

1,082万7,711円 

7億5,331万3,197円 

9億2,767万9,606円 

8億536万6,037円 

3億2,655万8,619円 

48.4％ 

42.9％ 

43.4％ 

50.4％ 

49.8％ 

支出済額 
61億481万6千円 

（支出予算総額157億9,604万8千円） 

8.4％ 
5億4,879万3,506円 

2億9,937万4,022円 

5億4,682万4,310円 商工費 2.4％ 
1億4,358万2,338円 9.0％ 

4.9％ 

　町の財政は、町民の皆さんから納めていただく税金や使用料、また国・道から交付される地方交付税や補助金、さらには長期

借入金である町債などの収入で成り立っています。 

　町では、収入されたこれらのお金がどのように使われ、町がどのように運営されているかお知らせし、町政に深い理解と協力

をいただくため、毎年2回、財政状況を公表しています。 

　先の８月号では、平成12年度の普通会計決算状況をお知らせしましたが、今月号では平成13年度9月30日までの上半期の収入

や支出の状況についてお知らせします。 

  支出の状況について 
 

　支出の予算は、農林業費、土木費、教育費といった行政

経費の目的別に14科目で成っており、予算総額は収入予算

額と同額です。このうち、9月末までに61億481万5,805円、

予算額の約38.6％が支出済みとなっています。（上表） 

 

限られたお金で効果的な支出を 
　町内の厳しい経済状況や、国からの地方交付税の減少など、町の台所を取り巻く環境は急激に厳しさを増していることから、「限

られたお金」を一層、「効果的・効率的」に使っていく必要があります。 

　このため町では、本年４月からスタートした第５期中標津町総合発展計画を行政運営の指針として、平成13年度当初予算にお

いては普通会計で325件、約145億円分の事務事業を主要施策と位置付け、取り組んでいます。 

土木費 

25.8％ 
15億7,720万8,469円 

公債費 
衛生費 

教育費 

12.5％ 
7億6,141万786円 

民生費 

16.5％ 
10億724万8,182円 

14.3％ 
8億7,540万4,200円 

その他 

総務費 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

労 働 費  

農 林 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

諸 支 出 金  

予 備 費  

合 計  

農林業費 

6.2％ 
3億8,062万1,545円 

8.4％ 
5億1,314万1,953円 

予 算 額  支 出 済 額  

  普通会計以外の特別会計の状況 

◎問い合わせ先　　企画財政課　財政係（内線321） 

会　　計　　名 
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収　　入　　の　　状　　況 

科　　　目 

24億855万7千円 

7億4,700万円 

62億4,678万7千円 

17億7,768万7,500円 

21億9,440万円 

24億2,161万6,500円 

157億9,604万8千円 

執行率 

55.1％ 

51.2％ 

71.2％ 

20.1％ 

3.5％ 

25.7％ 

45.7％ 

13億2,597万8,373円 

3億8,245万5,264円 

44億4,920万4千円 

3億5,728万3,370円 

7,610万円 

6億2,297万7,633円 

72億1,399万8,640円 

町　　　　税 

地方交付税 

地方譲与税･交付金 

国・道支出金 

町　　　　債 

そ　  の　  他 

合　　　　計 

  収入の状況について 
 

　普通会計の収入は、町税や地方交付税、国・道支出金、町債などから成り、9月末現在の予算額は157億9,604万8千円となってい

ます。このうち、9月末までに72億1,399万8,640円、予算額の約45.7％が収入済みとなっています。（上表） 

 

大幅に減額された地方交付税 
　上表の円グラフで分かりますように、上半期の収入済総額の61.7％を国からの地方交付税が占めています。地方交付税は、市町

村などが標準的な仕事をするために必要となる経費に比べ、税収入などが不足する場合に補てんされる国からの交付金ですが、

平成13年度の本町の地方交付税は、前年比で約3億2千万円の減額で既に決定されており、上半期の時点では前年比で約2億7,700万

円の収入減となっています。 

　この地方交付税の減額は今後も避けられない状況であり、今後の財政運営が一段と厳しくなる状況になっています。 

　平成13年度末の借金残高の見込みは、総合福祉センターの

建設（５億3,550万円）、一般廃棄物処理施設の整備（８億

190万円）、赤字地方債の発行（２億2,930万円）などにより、

平成12年度末よりも約８億５千万円増える見込みとなってい

ます。 

　このような借金の返済を考えた場合、今後は一層堅実な財

政運営が必要になってきます。一方、貯金は取崩しなどにより、

約８億５千万円減る見込みとなっています。 

収入済額 
72億1,399万8千円 
（収入予算総額157億9,604万8千円） 

平成13年度上半期普通会計 

財政状況を公表します 

９月末現在残高　　61億1,320万３千円　　224億7,619万３千円 

人口１人当たり　　　　　25万9,220円　　　　　  95万3,068円 

貯金（基金）　　　  　町債（借金） 

貯金（基金）と町債（借金） 

町の貯金と借金はどれくらい？ 

注）現在高は普通会計と特別会計の合計、人口は９月末現在 

　（23,583人） 

町　債 
1.0％　7,610万円 

18.4％ 
13億2,597万8,373円 

61.7％ 
44億4,920万4,000円 

5.0％ 
3億5,728万3,370円 

町　税 

地方交付税 

国・道支出金 

その他 

13.9％ 
10億543万2,897円 

予 算 額  収 入 済 額  

その他＝地方譲与税・利子割交付金・地方消費税交付金・ゴルフ場利用税 
　　　　交付金・自動車取得税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別 
　　　　交付金・分担金及び負担金・使用料及び手数料・財産収入・繰入金など 
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　　　　社会保険事務所より国民年金保険料納め忘れ

　　　の納付書が送付されてきました。個人年金、生

命保険に加入していますので納付する必要を感じない

のですが…。 

　　　　国民年金は、20歳から60歳までのすべての人

　　　が加入して保険料を納めることにより、受給年

齢になったら一生涯にわたって受けられる終身年金です。

年金額は物価上昇によって年金の実質価値が目減りし

ないように物価の変動に合わせ自動的に改めたり、さ

らに５年ごとの財政再計算によって生活水準の向上や経

済変動等を反映させるように年金額の改定を行っています。

このような仕組みで運用されている国民年金は、すべて

の国民にいつの時代にも安心していられる制度です。 

　これは、すべての人が加入し、納付することが前提で

すので、必要がないからといって加入せず、納付しない

ということは許されません。 

　国民年金は、長期にわたる老後の生活を世代間全体で

支えていくことが目的です。 

　国民年金保険料を納めたうえで補足的に個人年金、生

命保険を組み合わせて老後の生活設計をしてはいかがで

しょうか。 

 

※お知らせ 
　今月の社会保険事務相談所開設日は、12月11日（火曜

日）です。 

A

合唱団ＮＢＳ 

平　井　康　子 さん 

国民年金 

団長 

Q

　
昭
和
五
十
六
年
、
広
報
な
か
し
べ
つ
七
月
号
の
掲
載
記
事
を
、
中
程
ま
で
読

み
進
ん
だ
平
井
さ
ん
の
目
が
止
ま
っ
た
。
旧
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ

下
段
に
、
町
内
で
初
め
て
発
足
し
た
合
唱
団
が
団
員
募
集
中
と
書
か
れ
て
い
た
。
 

　
「
学
生
時
代
か
ら
合
唱
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
仕
事
一
筋
だ
っ
た

自
分
に
、
そ
れ
以
外
の
世
界
が
広
が
る
可
能
性
を
感
じ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

り
懐
か
し
そ
う
に
話
す
平
井
さ
ん
。
読
ん
だ
そ
の
日
に
公
民
館
を
訪
れ
即
「
合

唱
団
Ｎ
Ｂ
Ｓ
」
の
団
員
と
な
っ
た
と
言
う
。
 

　
現
在
三
十
七
人
の
団
員
で
構
成
す
る
「
合
唱
団
Ｎ
Ｂ
Ｓ
」
の
結
成
当
初
は
、

混
声
合
唱
団
と
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
ベ
ー
ス
の
四
パ
ー

ト
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
で
出
発
。
伴
奏
者
が
い
な
い
た
め
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
な
し
の

ア
カ
ペ
ラ
の
小
曲
ば
か
り
歌
っ
て
い
た
と
言
う
。
練
習
の
成
果
を
初
め
て
発
表

し
た
の
は
翌
年
十
月
の
町
の
芸
能
祭
。
「
緊
張
し
て
舞
台
に
立
っ
た
。
夢
中
で

歌
い
終
え
た
と
き
ホ
ッ
と
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
初
舞
台
の
後
、
独
自
の

演
奏
会
を
夢
見
て
、
一
致
団
結
し
た
団
員
た
ち
の
猛
練
習
が
始
ま
っ
た
。
夢
実

っ
て
第
一
回
の
定
期
演
奏
会
を
昭
和
六
十
年
に
町
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。
二
十

三
人
に
増
え
た
団
員
た
ち
の
胸
に
、
演
奏
会
を
や
り
遂
げ
た
満
足
感
が
広
が
っ

て
い
た
。
 

　
「
団
員
と
な
っ
て
二
十
年
。
合
唱
は
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
、
人

生
の
潤
い
を
自
分
に
与
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
聴
き
に
来
て
下
さ
る
方
々

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
ス
テ
ー
ジ
を
…
」
と
話
し
て
い
た
。
 

　
「
合
唱
団
Ｎ
Ｂ
Ｓ
」
で
は
年
齢
、
男
女
問
わ
ず
広
く
団
員
を
募
集
中
。
連
絡

は
平
井
さ
ん
1
（
２
）
７
８
３
０
ま
で
。
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健康いちばん 

母乳って、素敵！（母乳育児による母子関係の確立） 
町立中標津病院 
　　小児科医師　佳　久　哲　宜 

　
よ
く
「
母
乳
を
の
ま
せ
た
赤
ち
ゃ
ん

は
風
邪
を
ひ
か
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
母
乳
に
含
ま
れ
る
免
疫
物
質
や

抗
菌
、
殺
菌
物
質
が
感
染
防
止
に
役
立

っ
て
い
る
た
め
で
す
。
ま
た
人
工
乳
と

く
ら
べ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
（
特
に
脳

の
発
育
）
に
必
要
な
成
分
が
た
く
さ
ん

含
ま
れ
て
お
り
、
消
化
に
も
適
し
て
い

る
と
い
っ
た
栄
養
面
で
も
優
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
経
済
的
で
手
軽
で
あ
る
こ
と
、

衛
生
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
様
々
な
利
点

が
あ
り
ま
す
。
 

　
母
乳
栄
養
で
欠
点
と
い
え
ば
ビ
タ
ミ

ン
K
欠
乏
症
ぐ
ら
い
で
す
が
、
出
生
後
、

生
後
一
週
間
前
後
と
生
後
一
ヶ
月
目
に

ビ
タ
ミ
ン
K
（
ケ
イ
ツ
ー
シ
ロ
ッ
プ
）

を
の
ま
せ
る
こ
と
で
予
防
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
母
乳
栄
養
を
通
し
て
『
母
と

子
』
両
面
か
ら
の
利
点
を
少
し
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
出
産
後
の
母
親
は
、
お
腹
の
中
で
十

ヶ
月
間
、
常
に
一
体
で
あ
っ
た
我
が
子

（
胎
児
）
が
自
分
か
ら
離
れ
て
し
ま
う

時
期
（
新
生
児
）
で
あ
り
、
母
親
に
と

っ
て
出
産
を
終
え
た
こ
と
へ
の
達
成
感

と
我
が
子
を
育
て
る
喜
び
を
感
じ
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
母
親
の
な

か
に
は
我
が
子
が
次
第
に
自
分
の
意
思

と
は
無
関
係
に
自
己
主
張
（
夜
泣
き
し

た
り
、
ウ
ン
チ
し
た
り
…
）
す
る
う
ち
に
、

自
分
か
ら
の
分
離
感
や
育
児
へ
の
不
安
、

さ
ら
に
は
将
来
へ
の
不
安
と
い
っ
た
様
々

な
不
安
に
襲
わ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
体
内
ホ
ル
モ
ン
の
急
激
な
変
化

が
伴
い
、
『
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー
』

と
い
わ
れ
る
精
神
的
不
安
定
に
陥
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
時
期
に
母
乳
が
産
生
さ
れ
、
赤

ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
の
お
っ
ぱ
い
を
一

生
懸
命
飲
む
こ
と
が
母
と
子
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
と
な
り
、
我
が
子
と
の
一
体
感

を
取
り
戻
し
分
離
感
か
ら
の
不
安
を
解

消
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん

の
乳
房
を
吸
う
刺
激
が
母
親
の
母
性
ホ

ル
モ
ン
（
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
）
の
分
泌
を

促
し
、
母
乳
産
生
を
さ
ら
に
促
す
と
同

時
に
、
精
神
的
に
『
母
性
』
を
触
発
し

『
女
性
』
か
ら
『
母
親
』
と
し
て
の
自

覚
が
芽
生
え
母
子
関
係
が
確
立
す
る
の

で
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
が
乳
房
を
吸

う
刺
激
が
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
い
う
体
内

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促
し
母
乳
を
放
出

（
射
乳
）
さ
せ
る
と
同
時
に
、
産
後
の

お
母
さ
ん
の
子
宮
を
回
復
さ
せ
た
り
、

お
母
さ
ん
へ
の
精
神
安
定
作
用
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
最
近
報
道
な
ど
で
騒
が
れ
て
い
る
よ

う
に
乳
幼
児
童
虐
待
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
供
を
産
ん
で
も
父
親
、
母
親
に
な

れ
な
い
未
熟
な
大
人
の
増
加
が
原
因
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
底
に
は
人

間
性
を
無
視
し
競
争
社
会
で
育
て
ら
れ

た
子
供
達
が
大
人
に
な
っ
た
こ
と
、
自

宅
分
娩
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
戦
後

G
H
Q
指
導
の
も
と
で
病
院
で
の
母
子

別
室
制
と
人
工
乳
栄
養
の
普
及
が
母
乳

栄
養
を
衰
退
さ
せ
た
こ
と
か
ら
『
母
と

子
の
絆
』
が
薄
れ
、
人
間
の
暖
か
さ
を

知
ら
ず
に
育
て
ら
れ
『
人
と
人
と
の
絆
』

も
薄
れ
た
た
め
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
母
乳
で
育
て
ら
れ
た
子
は
人
工
乳

で
育
て
ら
れ
た
子
と
比
較
し
て
ほ
と
ん

ど
虐
待
の
発
生
が
み
ら
れ
な
い
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。
母
乳
は
単
な
る
栄
養

で
は
な
く
、
母
乳
育
児
に
よ
っ
て
『
赤

ち
ゃ
ん
の
心
の
発
達
』
と
『
母
親
に
な

る
こ
と
へ
の
自
覚
（
母
性
）
』
が
育
ま

れ
る
も
の
だ
と
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

た
め
に
も
考
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
日
本
の
家
庭
で
普
通
に
み

ら
れ
た
母
乳
育
児
の
復
活
を
期
待
し
て
、

当
院
で
も
可
能
な
限
り
早
期
の
母
子
同

室
と
母
乳
育
児
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
育
児
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
我
々
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
し

て
み
て
下
さ
い
。
 

役
場
の
仕
事
納
め
は
十
二
月
二
十
八
日
 

仕
事
始
め
は
一
月
七
日
 

　
役
場
の
年
末
・
年
始
の
業
務
は
、
今
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
六
日
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
死
亡
届
け
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
庁
舎
正
面
玄
関
側
の
時
間
外
通
用

口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
各
施
設
は
、
次
の
期
間
休
み
と
な
り
ま
す
。
 

・
総
合
文
化
会
館
お
よ
び
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
自
動
交
付
機
 

　
　
　
　
　
二
十
九
日
か
ら
五
日
ま
で
 

・
図
書
館
　
二
十
八
日
か
ら
五
日
ま
で
 

・
計
根
別
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
　
 

　
　
　
　
　
三
十
日
か
ら
五
日
ま
で
 

・
郷
土
館
　
二
十
九
日
か
ら
五
日
ま
で
 

・
児
童
館
　
二
十
九
日
か
ら
六
日
ま
で
 

・
町
立
病
院
 

　
　
年
末
　
最
終
診
療
日
　
二
十
八
日
 

　
　
　
　
　
休
診
日
　
　
　
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
 

　
　
年
始
　
休
診
日
　
　
　
一
日
か
ら
三
日
 

　
　
　
　
　
診
療
日
　
　
　
四
日
 

　
　
　
　
　
休
診
日
　
　
　
五
日
・
六
日
 

・
体
育
館
・
プ
ー
ル
・
武
道
館
　
二
十
六
日
か
ら
五
日
ま
で
 

・
保
育
園
　
　
三
十
日
か
ら
六
日
ま
で
 

・
町
有
バ
ス
　
三
十
日
か
ら
六
日
ま
で
（
四
日
は
一
便
の
始
発
時
間
を
一
時

　
間
繰
り
下
げ
て
運
行
し
ま
す
。
二
便
・
三
便
は
通
常
運
行
）
 

・
ご
み
収
集
　
三
十
日
か
ら
三
日
ま
で
で
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
三

　
十
一
日
午
前
中
ま
で
受
け
入
れ
ま
す
。
 

平
成
十
四
年
新
年
交
礼
会
の
お
知
ら
せ
 

開
　
催
　
日
　
一
月
六
日
（
日
）
 

中
標
津
地
区
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
か
ら
 

計
根
別
地
区
　
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ
ー
　
午
後
一
時
か
ら
 

会
　
　
　
費
　
千
円
 

　
会
券
の
お
求
め
は
、
十
二
月
十
二
日
（
水
）
ま
で
。
 

　
中
標
津
地
区
　
役
場
総
務
課
、
商
工
会
、
総
合
文
化
会
館
 

　
計
根
別
地
区
　
役
場
計
根
別
支
所
　
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
 



か
ら
だ
を
き
た
え 

し
あ
わ
せ
な
家
庭
に
し
ま
し
ょ
う 
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12 December 
INFORMATION

夜間収納窓口の開設
　12月は、町税等各種収納金
の完納強調月間です。 

　お仕事などの都合で、日中、

役場の収納窓口や金融機関など

へ出かけることが困難な方々の

ために、12月25日（火）から12

月28日（金）まで、役場の町税

等各種収納金の収納窓口開設時

間を午後８時まで延長いたしま

すのでご利用下さい。 

 開
陽
台
展
望
館
の
年
末
年

始
の
開
館
に
つ
い
て
 

 「
新
年
の
初
日
の
出
を
開
陽
台
で
見
た

い
」
と
い
う
方
々
の
た
め
に
、
開
陽
台

展
望
館
は
例
年
ど
お
り
年
末
年
始
を
左

記
の
と
お
り
開
館
し
ま
す
。
 

開
館
日
程
　
十
二
月
三
十
一
日
朝
〜
　

　
　
　
　
　
一
月
一
日
正
午
ま
で
 

開
館
場
所
　
二
階
展
望
回
廊
 

　
詳
し
く
は
、
経
済
振
興
課
観
光
振
興

係
ま
で
。
 

 見
舞
金
の
お
知
ら
せ
 

 

 
　
町
で
は
、
要
保
護
世
帯
の
方
々
に
対

し
、
年
末
に
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
 

に
し
て
い
ま
す
。
 

　
対
象
は
、
生
活
保
護
基
準
に
一
・
三

倍
を
乗
じ
た
基
準
を
超
え
な
い
世
帯
で
 

あ
っ
て
、
社
会
福
祉
委
員
が
選
考
し
、

町
長
が
認
め
た
世
帯
で
す
。
 

　
ご
相
談
は
、
十
二
月
十
四
日
ま
で
に

地
区
担
当
の
民
生
委
員
ま
た
は
福
祉
課
 

ま
で
。
 

 母
子
福
祉
年
金
の
お
知
ら
せ
 

 　
町
で
は
、
十
二
月
一
日
現
在
に
お
い

て
、
母
子
家
庭
で
義
務
教
育
終
了
前
の
 

お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
母
子

福
祉
年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

　
申
請
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
十
四
日

ま
で
に
福
祉
課
へ
印
鑑
を
持
参
の
上
、
 

振
込
銀
行
口
座
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

 十
二
月
は
道
税
の
 

納
税
推
進
強
調
月
間
で
す
 

 　
道
で
は
十
二
月
を
『
納
税
推
進
強
調

月
間
』
と
し
て
、
道
税
の
納
税
推
進
に
 

取
り
組
み
、
滞
納
整
理
の
促
進
に
努
め

ま
す
。
 

　
道
税
は
、
住
み
良
い
地
域
社
会
を
作

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
み
な
さ
 

ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
税
の
納
税
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
十
二
月
十
一
日
（
火
）、二
十

日
（
木
）
に
夜
九
時
ま
で
、
根
室
支
 

庁
税
務
課
に
お
い
て
夜
間
収
納
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
 

　
納
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
根
室
支
庁

総
務
部
税
務
課
納
税
係
1
０
１
５
３
２
 

（
４
）
５
４
６
６
（
直
通
）
ま
で
。
 

 骨
粗
鬆
症
検
診
の
お
知
ら

せ
（
一
月
分
）
 

 　
一
月
分
の
予
約
の
受
け
付
け
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

申
込
期
間
　
十
二
月
五
日
〜
十
二
月
二

　
　
　
　
　
十
日
の
平
日
 

検
診
実
施
期
間
　
一
月
四
日
〜
一
月
三

　
　
　
　
　
十
一
日
の
平
日
 

検
診
内
容
　
問
診
、
骨
密
度
測
定
、
診

　
　
　
　
　
察
 

定
　
　
員
　
一
日
二
人
 

検
診
実
施
場
所
　
町
立
中
標
津
病
院
 

申
込
先
　
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
1
（
２
）
２
７
３
３
ま
で
 

 乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

（
一
月
分
）
 

 　
一
月
分
の
予
約
の
受
け
付
け
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

申
込
期
間
　
十
二
月
五
日
〜
十
二
月
二

　
　
　
　
　
十
日
の
平
日
 

検
診
実
施
期
間
　
一
月
四
日
〜
一
月
三

　
　
　
　
　
十
一
日
の
平
日
 

検
診
内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
問

　
　
　
　
　
診
、
視
・
触
診
 

定
　
　
員
　
一
日
五
人
 

検
診
実
施
場
所
　
町
立
中
標
津
病
院
 

申
込
先
　
町
立
中
標
津
病
院
医
療
管
理

　
　
　
　
係
1
（
２
）
８
２
０
０
ま
で
 

 預
金
の
保
護
の
範
囲
が
 

変
わ
り
ま
す
 

 ☆
万
一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合

で
も
、
預
金
者
一
人
当
た
り
、
定
期

預
金
な
ど
の
元
本
一
千
万
円
ま
で
と

そ
の
利
息
は
、
来
年
四
月
以
降
も
保

護
さ
れ
ま
す
。
 

☆
合
算
し
て
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
は
、
あ
く
ま
で
も
最
低
保
障

で
す
の
で
、
受
け
取
れ
る
の
は
一
千

万
円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

☆
ま
た
、
当
座
預
金
・
普
通
預
金
な
ど

は
、
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
全
額
保

護
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

 　　　　 

 

対
象
と
な
る
預
金
 

平成14年３月まで 
平成14年４月～ 
平成15年３月まで 

全額保護 全額保護 

全額保護 

全額保護 
破たんした金融機関の財産の状況に応じて 
支払い（一部カットされることがある） 

当 座 預 金  
普 通 預 金  
別 段 預 金  

その他の預金等 
定 期 預 金  
定 期 積 金  
ビック、ワイド等 
 

対象とならない預金 
外貨預金 
譲渡性預金 
ヒット等 

合算して元本1,000

万円までとその利

息（※） 

　
平成15年４月以降

　　　（※）元本1,000万円までとその利息を超 
　　　　　　　　　　　　　　　える部分については、破たん金融 
　　　　　　　　　　　　　　　機関の財産の状況に応じて支払わ 
　　　　　　　　　　　　　　　れるので、一部カットされること 
　　　　　　　　　　　　　　　があります。 
　　　 
　　　　　　　　　　　　（注）預金等全額保護の特例措置につい 
　　　　　　　　　　　　　　　ては、平成14年３月31日までに救 
　　　　　　　　　　　　　　　済金融機関から預金保険機構への 
　　　　　　　　　　　　　　　資金援助の申し込みが行われるこ 
　　　　　　　　　　　　　　　とが必要です。 
 
　　　　　　　　　　　　　詳しくは、北海道財務局1011（709） 
　　　　　　　　　　　　    2311または金融機関の窓口などに問い 
　　　　　　　　　　　　    合わせください。 

合算して元本1,000万円 

までとその利息（※） 
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 所

得
税
の
確
定
申
告
書
が

新
し
く
な
り
ま
す
 

 〜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜
 

　
納
税
者
の
方
々
か
ら
の
「
分
か
り
や

す
く
・
書
き
や
す
い
申
告
書
を
」
と
い

う
声
に
お
応
え
し
、
平
成
十
四
年
一
月

（
平
成
十
三
年
分
の
確
定
申
告
）
か
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
新
し
く
な
り

ま
す
。
 

　
申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

①
様
式
を
二
種
類
に
（
分
離
課
税
用
な

ど
が
別
表
に
）
 

　
現
行
六
種
類
の
申
告
書
を
Ａ
・
Ｂ
の

二
種
類
に
統
合
し
、
分
離
課
税
用
申
告

書
や
損
失
申
告
書
、
修
正
申
告
書
を
別

表
化
し
ま
し
た
。
 

②
用
紙
が
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
（
用
紙
が
二

枚
に
）
 

　
申
告
書
の
用
紙
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
判
に

改
め
、
裏
面
か
ら
表
面
に
転
記
す
る
方

式
を
廃
止
し
、
用
紙
を
二
枚
に
し
ま
し
た
。

ま
た
記
載
欄
を
出
来
る
だ
け
簡
素
化
し

ま
し
た
。
 

③
記
載
欄
を
整
理
 

　
申
告
書
の
小
さ
な
文
字
の
説
明
や
計

算
式
を
整
理
し
、
で
き
る
だ
け
申
告
書

の
 

文
字
を
大
き
く
、
見
や
す
く
し
ま
し
た
。
 

④
手
引
き
を
充
実
（
手
引
き
で
計
算
、

や
さ
し
い
申
告
）
 

　
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
申
告
書

の
書
き
方
と
一
体
と
な
っ
た
計
算
欄
を

設
け
、
手
引
き
の
中
で
所
得
金
額
な
ど

の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
 

　
申
告
書
新
様
式
は
、
根
室
税
務
署
、

役
場
窓
口
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
札
幌
国

税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

【http://w
w
w
.sapporo.nta.go.jp

】
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

 製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
 

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

 　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
次
の
統

計
調
査
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

☆
平
成
十
三
年
工
業
統
計
調
査
 

　
製
造
事
業
所
の
実
態
を
調
査
 

☆
平
成
十
三
年
石
油
等
消
費
構
造
統
計

調
査
 

　
従
業
者
三
十
人
以
上
の
製
造
事
業
所

の
石
油
等
の
消
費
実
態
を
調
査
 

　
本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員

制
度
」
の
ご
利
用
を
 

 　
道
の
仕
事
に
関
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら

の
苦
情
（
ご
本
人
の
利
害
に
か
か
わ
る

苦
情
）
を
受
け
付
け
、
苦
情
審
査
委
員

が
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
道
の
業
務
や

制
度
の
内
容
を
調
査
す
る
な
ど
、
苦
情

の
解
決
に
向
け
て
、
迅
速
に
処
理
し
ま
す
。
 

☆
苦
情
の
担
当
窓
口
は
、
道
庁
の
「
道

民
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、
根
室

支
庁
「
道
民
相
談
室
」
で
す
。
 

☆
制
度
や
手
続
き
の
概
要
並
び
に
提
出

用
の
苦
情
申
立
書
を
セ
ッ
ト
に
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
苦
情
の
担
当
窓

口
の
ほ
か
、
道
の
機
関
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
道
庁
総
合
企
画

部
「
道
民
相
談
セ
ン
タ
ー
」
1
０
１

１
（
２
３
１
）
４
１
１
１
ま
で
。
 

 年
末
年
始
の
バ
ス
の
運
休
 

 　
阿
寒
バ
ス
お
よ
び
根
室
交
通
の
路
線

バ
ス
が
、
次
の
と
お
り
運
休
に
な
り
ま
 

す
。
 

             十
二
月
は
町
税
と
国
民
健

康
保
険
税
の
完
納
強
調
月

間
で
す
 

 　
平
成
十
三
年
度
の
町
道
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
及
び
国
民
健
康

保
険
税
の
全
納
期
が
す
で
に
過
ぎ
て
お

り
ま
す
。
未
納
の
方
は
早
急
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
 

　
中
旬
か
ら
未
納
の
方
の
お
宅
へ
戸
別

訪
問
を
行
い
ま
す
。
土
曜
日
や
日
曜
日
、

夜
間
も
担
当
職
員
が
徴
収
に
お
伺
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
十
二
月
末
日
ま
で
に
納
付
さ

れ
た
国
民
健
康
保
険
税
は
、
そ
の
年
の

所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
確
定

申
告
時
に
領
収
書
の
提
示
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
町
税
は
、
町
民
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

私
た
ち
の
税
金
で
住
み
や
す
い
豊
か
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

〜
町
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
で
〜
 

　
納
税
に
は
、
便
利
で
安
心
、
確
実
な

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
納
期

の
た
び
に
金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が
省

け
ま
す
。
特
に
仕
事
の
忙
し
い
方
、
不

在
の
方
な
ど
に
便
利
で
す
。
 

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
預

貯
金
通
帳
、
届
出
印
、
納
付
書
を
ご
持

参
の
う
え
、
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、
農
協
、

役
場
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

 労
働
時
間
の
適
正
な
把
握

の
実
施
に
つ
い
て
 

 　
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
は
使
用
者

の
義
務
で
す
。
 

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
時
間
の
把

握
は
客
観
的
な
記
録
に
よ
る
べ
き
こ
と
 

な
ど
を
内
容
と
し
た
「
労
働
時
間
の
適

正
な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ
 

き
措
置
に
関
す
る
基
準
」
を
定
め
ま
し

た
。
 

　
詳
し
く
は
釧
路
労
働
基
準
監
督
署
1

０
１
５
４
（
４
２
）
９
７
１
１
ま
で
。
 

 水
道
凍
結
に
ご
注
意
 

 　
年
末
年
始
は
、
外
出
を
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
長
期
間
不
在
に
す
る
 

と
き
は
、
水
を
落
と
す
な
ど
水
道
の
凍

結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

　　　　10月31日現在住民登録人口 

　　　町の人口 
　　　　  男 
　　 　　 女 
　　　世 帯 数 

（　） 内は前月比 

誕生35人  死亡12人  転入85人  転出64人　 

23,627（＋44） 
11,630（＋24） 
11,997（＋20） 
9,596（＋18） 

　　　　　   阿寒バス  中標津循環バス  　    根室交通 
　　　　　   3－4370　  （阿寒バス）　 01532－４－2201　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　12月31日  一部運休　　一部運休　　　　 一部運休　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　１月１日  全便運休　　全便運休　　　　 全便運休　 
 
　１月２日  一部運休　　全便運休　　　　 一部運休　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　１月３日  一部運休　　一部運休　　　　 一部運休　　 
 
 
　詳しくは各バス会社にお問い合わせください。 

　　年末年始の給水栓修理当番 
 
12月29日　高和設備工業（株） 
12月30日　豊明工業（株） 
12月31日　高和設備工業（株） 
１月２日　奥村工業（株） 
１月３日　（有）細谷設備 
１月４日　豊明工業（株） 
１月５日　高和設備工業（株） 
１月６日　大標熱学（有） 

1（3）2711 
1（3）5693 
1（3）2711 
1（2）3814 
1（8）2626 
1（3）5693 
1（3）2711 
1（2）4304



なかしべつ 

☆現在、携帯電話から119番通報すると釧路・根

室地方では「釧路市消防本部」が受信し、その

後に災害発生地区の消防署に転送されます。一

刻も早い救急車・消防車の出動のために、あら

かじめ消防署の電話番号を携帯電話にメモリー

登録しておくことをお勧めします。 

中標津消防署�101537（2）2181

平成13年 12なかしべつ 
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　養老牛バレーボール少年団は３年生から６年生ま 
での男女混合チームで、現在17人で編成されてい
ます。児童の人数が少ないので、原則として３年生 
になったら全員少年団活動に参加します。小さい子 
から６年生までの活動なので体力差があり、練習も 
大変ですがみんな仲良く活動しています。 
　悩みは練習時間が短いこと。小中併置校なので、 
中学生の部活動が始まる３時半までしか練習できま 
せん。そこで、１時間程の短い練習時間にいかに効 
率よく練習するか、集中力を切らさないかを課題に 
頑張っています。 

【活動内容】 
養老牛小中学校体育館で週５日、放課後３時半まで練習している。 
今年のミルキー杯優勝。今後は町大会、町新人戦、ミルキー杯に向けてさらな
るパワーアップを目指している。 

これまでの活動で一番印象に残っていること 

いろいろなチームと練習試合をしたこと 

活動の中で楽しかったこと、やっていてよか
ったと思うこと 

中学生と一緒に練習したこと 

活動の中でつらかったこと、悲しかったこと 

試合になるとみんな緊張して、体が動かなく
なること 

これからの目標 

アタックがアウトばかりなので入るようにし
たい。みんなで声を出して頑張る。 

養老牛リトルファイターズ 
スポーツ少年団 
　団体の名称　養老牛リトルファイターズ 
　設立年月日　平成６年４月 
　代　表　者　鈴木　孝司　（養老牛　1８ー２３２５） 

養老牛小（６年） 

キャプテン　寺　坂　允　志さん 

はばた
 

まさ　　　 し 

携帯電話にメモリー登録を！ 
    中標津消防署 101537（2）2181

☆毎年、火気を多く使用するこの時期は、住宅火災か

ら乳幼児や高齢者の焼死事故が多く発生しています。

ストーブなどの燃焼器具を使用する前には、必ず点検・ストーブなどの燃焼器具を使用する前には、必ず点検・

整備を行い、就寝の際には、お年寄りや子どもは避難

しやすい場所に寝かせましょう。 

　また、最近、電気火災の原因であるトラッキング現

象により火災が発生しています。この火災は、物の陰

や湿気のある場所または北側の結露しやすい壁面など

の電気コンセントに、長期間電源プラグを差し込んだ

まま使用していると、隙間にほこりと水分が入り込み

付着して発熱出火するものです。 

　部屋に誰も居なくても突然出火することがあるので、

日頃から電気コンセントまわりの清掃が必要です。 

☆現在、携帯電話から119番通報すると釧路・根

室地方では「釧路市消防本部」が受信し、その

後に災害発生地区の消防署に転送されます。一

刻も早い救急車・消防車の出動のために、あら

かじめ消防署の電話番号を携帯電話にメモリー

登録しておくことをお勧めします。 

中標津消防署�101537（2）2181

☆毎年、火気を多く使用するこの時期は、住宅火災か

ら乳幼児や高齢者の焼死事故が多く発生しています。

ストーブなどの燃焼器具を使用する前には、必ず点検・

整備を行い、就寝の際には、お年寄りや子どもは避難

しやすい場所に寝かせましょう。 

　また、最近、電気火災の原因であるトラッキング現

象により火災が発生しています。この火災は、物の陰

や湿気のある場所または北側の結露しやすい壁面など

の電気コンセントに、長期間電源プラグを差し込んだ

まま使用していると、隙間にほこりと水分が入り込み

付着して発熱出火するものです。 

　部屋に誰も居なくても突然出火することがあるので、

日頃から電気コンセントまわりの清掃が必要です。 

火の用心 




